
検討の進め方に対する懸念や期待

カテゴリー 要旨 意見

早通コミュニティセンター、早通児童センター、いするぎ荘を市として将来的にどうしていき

たいのかを聞きたい。早通地域検討会準備会での結果を踏まえての市としての方向性を示すべ

きだ。今回も早通地域検討会準備会と同じような内容を聞かれ、全然先に進んでいない。時間

がもったいない。

早通地域検討会準備会でも今回と同じようなことを話し合い、たくさんの意見が出ている。早

通地域検討会準備会で出た意見を参考にしながら進めて行かなければ、お金も時間もかけて話

し合った意味がない。これまでの議論を無駄にしないでほしい。今回の議論は早通地域検討会

準備会の報告書に載っていると思う。

今まで参加してきた早通地域検討会準備会では一人一人の意見をしっかり聞いてもらえてあり

がたかった。

早通地域検討会準備会で住民からの意見は既に出ているので、その時の意見を参考にしながら

話を進め、ワークショップの回数を少なくできると良い。

早通児童センターを残して欲しいという意見がほとんどなのに、市の予定を見たら三年間検討

はするが基本的には廃止という話があってとても残念だった。

早通地域検討会準備会から今回に至るまで、建物の話や機能の話が行ったり来たりしていて、

検討会の進め方の順序がよくわからない。

資料３の「検討スケジュール」はきれいに整っているが、計画策定とはどういう計画を指して

いるのか、ワークショップの目指すところが分からない。再配置案や再配置施設の在り方とあ

るが、部屋の配置や間取りなど細かな部分まで議論していくのか、複合化するなど方向性が決

まれば終わりなのか、具体的に次回はこういうことを考えていきますといった例があるとイ

メージしやすい。

本日の検討内容の問いのセンスがなさすぎる。協働で行う作業というが、問いが漠然としすぎ

ていて何を協働したいのか分からない。
市の方向性として複合化するしかないのならば、「複合化するならどういう風にしたいです

か」というシンプルな問いの方が議論しやすい。

早通地域検討会準備会では市からの意見は出ていなかったので、市の意見も

聞きながら今後の方向性を話し合えればと思う。

早通地域検討会準備会では市からの意見は出ていなかったので、市の意見も聞きながら今後の

方向性を話し合えればと思う。

THINKのVOL.3「色々な方法で施設を効率的に使います」の①～④になった場合、それぞれの見

込みコストを知りたい。コストも踏まえて、施設をこのまま継続すべきか、複合化すべきか検

討したい。

早通児童センターや早通コミュニティセンターを単独で建替えや継続ができないとなれば根拠

を示してほしい。

各施設の部屋ごとの課題を聞かれても、いするぎ荘など利用していない施設のことはよく分か

らない。各施設の館長さんから少しでもよいので利用状況等の説明があると課題等の検討もし

やすくなる。配付された資料だけでは憶測になってしまうので、議論を進めることは難しい。

各施設について検討したいが、配付された資料の数字だけ見ても、施設利用者の様子がわから

ないので、課題をあげられない。

本日の検討内容のSTEP3については、実際に部屋を利用している人にヒアリングすべきだ。利

用しているからこそ、機能面の課題が出てくると思う。使っていないのに課題やアイデアは出

せない。

本日の検討内容のSTEP3については、利用者にアンケートをとったらどうか。利用実績の数字

だけでなく、利用者の声を聞くべきだ。

各施設の部屋について、日頃から使っている人の意見を聞かないで、使ったことがない部屋に

ついて適当なことを言うのは良くないと思う。利用している人の意見を聞くべきだ。

早通地域検討会準備会での意見を参考にワークショップを進めるべきだ。こ

れまでの議論を無駄にしないで欲しい。準備会の結果を踏まえた市としての

方向性を聞きたい。

地域別実行計画について、各回で何をどこまで話し合うのか分からない。何

を話し合うのか具体的な例があると進めやすい。

検討内容の問いが漠然としているため、何を話せば良いのか。「複合化する

ならどういう風にしたいですか」というようなシンプルな問いの方が議論し

やすい。

早通児童センター、早通コミュニティセンターを単独で建替えや継続ができ

ないとなれば根拠を示して欲しい。また、THINK VOL.3で示している継続、

複合化、集約化、用途転用した場合の見込みコストを知りたい。

資料の施設の利用実績を見ても利用者の様子がわからないため、課題をあげ

られない。利用者や施設関係者の意見を聞いた上で、ワークショップを進め

た方が良い。

ワークショップの進め方



検討の進め方に対する懸念や期待

早通児童センターを主に利用している子育て世代の人たちがワークショップに参加できるよう

な工夫をしてもらいたい。ワークショップに参加できない場合でも意見を収集できるように対

応してもらいたい。

早通地域実行計画の検討会に若い人にも参加してもらいながら、全世代にとって地域が今より

良くなるように話し合っていきたい。

地域の人が知らない間に廃止や集約の話が進むことがないようにしてほしい。

自分は利用していないから児童センターやコミュニティセンターはいらないではなく、早通地

域の住民が幸せになるためにはどうするべきか、地域全体で考えていかなければいけないと思

う。ワークショップに参加していない人にも、こういう会に参加して、こんなことを話してき

たと伝えることで興味を持ってもらいたい。

このワークショップに参加していない各施設の利用者が、ワークショップで検討している内容

を知らなかったとならないようにして欲しい。

若い世代は地域に興味のない人が多く、地域のことを考えるワークショップがあることも知ら

ない人が多い。大好きな早通地域なので、いろいろな人と意見を共有しながら話し合っていけ

ると良い。

このワークショップは、子どもたちの将来の生活にも結びつくことなので、子どもたちにとっ

て良い環境になるように積極的に話し合っていきたい。

参加者それぞれの立場はあると思うが、良い施設になるよう話し合っていきたい。

早通児童センターは子どもの頃に利用していた人が親となり利用しに来ている。今の自分たち

のことだけでなく、次の世代のことも考えて、これから先の公共施設のことを考えていきた

どうしたら早通地域が魅力的な地域になり、人口が増えていくかを考えていきたい。

早通児童センターについては、ガイドラインに沿った視点での議論が必要

だ。運営について議論や協議を進めていく中で予算を検討する方が良いので

はないか。

早通児童センターについては、ガイドラインに沿った視点での議論が必要だ。市民の納得を得

られるようにするには、最初から費用がかかるという話からするのではなく、児童センターの

運営について議論や協議をしていく中で、こういう風にするためにお金はどうしましょうかと

いう進め方が良いのではないか。

本気で早通地域の将来を考えるのであれば、市長にも来てもらい、地域の人

の気持ちや意見を聞いてほしい。

本気で早通地域の将来を考えるのであれば、市長にも来てもらい、地域の人の気持ちや意見を

聞いてほしい。

資料や話の中にカタカナ言葉が多く、理解するのが難しい。理解に時間が掛かってしまう。

どの資料がどこのページにあるのか分かりにくく、文字の量も多いので細かくて読みにくい。

資料全体をもう少し見やすく分かりやすくしてほしい。

議論を進めていくために、早通児童センターが運用している「改正児童館ガ

イドライン」を次回の会議で資料として配付してほしい。

議論を進めていくために、早通児童センターが運用している「改正児童館ガイドライン」を次

回の会議で資料として配付してほしい。

資料５の「（２）新潟市北区の今後の人口見通し」では子どもの人数が減少

しているが、早通地域内では子どもが増えている町内もあるので、この数値

で判断できるのか疑問だ。

資料５の「（２）新潟市北区の今後の人口見通し」では子どもの人数が減少しているが、早通

地域内では子どもが増えている町内もあるので、この数値で判断できるのか疑問だ。

資料５の早通児童センターと早通コミュニティセンターの利用状況の２ヶ月

間だけで判断されては困る。

資料５にある早通児童センターと早通コミュニティセンターの施設の利用状況は、２か月間し

か捉えていないので、この数値だけで判断できるのか疑問だ。

資料５の「全市コミュニティセンター及び早通コミュニティセンター
の部屋別利用率」で早通コミュニティセンターの利用率が市内の他地
域に比べて少なくなっているが、早通地域の人口が少ないので仕方な
いと思う。

市内の他地域に比べて早通地域の人数が少ないので、利用者が少ない現状にあるのは仕方な

い。

資料や説明の中でカタカナ言葉が多く、理解に時間が掛かってしまう。資料

は文字の量も多いので、見やすく分かりやすくして欲しい。

説明・資料

子育て世代の人たちや若者がワークショップに参加できるような工夫をした

り、意見を収集するための対応をして欲しい。

地域全体でこれからの公共施設について考えたい。ワークショップの参加者

以外の住民が知らない間に、施設の廃止や集約の話が進むことがないように

してほしい。

今の自分たちのことだけでなく、次の世代や子どもたちにとって良い環境に

なるように、それぞれの立場で積極的に話し合っていきたい。

ワークショップの進め方



早通地域の公共施設の現状・課題
カテゴリー 要旨 意見

早通地域の北側には健康福祉会館があり、ダンスやカラオケ、ひまわり食堂な
どのイベントに高齢者から子どもまでが参加し、多世代の拠り所になってい
る。南側にも健康福祉会館のような多世代の拠り所となるような施設があると
良い。

早通地域は南側に公共施設が多いので、地域内にバランスよく公共施設や子ど
ものあそび場があると良い。

早通地域は南側に公共施設が偏りすぎていて北側の人は不便だと感じている。

早通地域は線路を境に南北が分かれているので、車のない高齢者や小さな子ど
もが歩いて利用することを考えると、地下道や階段を通らずに、南と北それぞ
れに拠点となる施設が必要だと思う。北側には健康福祉会館があるので、南側
にはコミュニティセンターがあると良い。

移動手段が徒歩となる子どもや、車の運転ができない高齢者
が増えているので、バスやタクシーなどの送迎サービスがあ
れば様々な世代が地域の公共施設を利用しやすくなると思
う。

移動手段が歩きしかない子どもや、車の運転ができない高齢者が増えてきてい
るので、バスやタクシーなどの送迎サービスもあると様々な世代が地域の公共
施設を利用しやすい。

昔より子どもの人数も減り、地域行事も減ってきている中で、地域住民同士の
横のつながりの場として、早通児童センターや早通コミュニティセンターは重
要だと思う。

高齢になると人と集まる機会が限られるので、公共施設があることで用事がな
くても気軽に集まることのできる場所となっている。

地域住民が交流したり、集まれる居場所は大切にしてほしい。

早通コミュニティセンターも早通児童センターもどのような形であれ継続して
ほしい。

地域の交流の拠点として、大切な場所であることを改めて認識して欲しい。

公共施設にエレベーターがないので高齢者が施設を使いづら
くなっている。高齢者は増えていくので、エレベーターは
あった方が良い。

公共施設にエレベーターがないので高齢者が施設を使いづらくなっている。高
齢者は増えていくので、エレベーターはあった方が良い。

早通地域の子どもは減少しているのに、ひまわりクラブの利用者が増加してい
る。共働きの家庭が増えたことなどの理由もあるだろうが、子どもたちが安心
できる居場所や遊び場が地域内に少ないのではないか。

子どもたちが無料で自由に遊べる場は守りたい。

子どもたちが充分に成長できる場を大切にしたい。

悪天候でも子どもたちが体を動かせる場は守りたい。

最近は不審者が増えたり、外でボール遊びなどしていると学校にクレームが
入ったりと子どもが窮屈な思いをし、自由に遊べていない。子どもが安心して
自由にのびのび遊べる場所は必要だ。

早通地域は線路を境に南北が分かれているので、南側と北側
それぞれに子どもの遊び場や多世代の拠り所となるような拠
点施設が必要だと思う。

立地・アクセス

子どもの人数が減り、地域行事も減ってきている中で、地域
住民同士の交流の場として、早通児童センターや早通コミュ
ニティセンターは重要だと思う。

地域内に子どもたちが安心できる居場所や遊び場が少ないの
ではないか。子どもたちが無料で自由に遊んだり、悪天候で
も体を動かせる場所は大切にしたい。

必要な機能



早通地域の公共施設の現状・課題
赤ちゃんや小中学生、子育て世代、高齢者など多世代が交流できる場が必要
だ。

高齢者から子どもまで安全に過ごせる多目的施設が必要だ。

子どもたちが多世代や地域と繋がることができる、学校とは別の居場所が必要
だ。

地域全体の活性化を図るため、子どもから高齢者までが集まって地域全体の活
性化を図れるような場が必要だ。

大人の経験や知識を子ども達に伝えていけるような施設があると良い。

災害時や津波警報が出た時に避難できるシェルター機能があ
ると良い。

Jアラートが流れた時や津波警報が出た時に避難することができるシェルターや
避難場所が欲しい。

施設の老朽化は災害時に心配だ。

新しく建物を建設するとなった場合、避難場所として使える建物にしてほし
い。避難場所にするには鉄筋コンクリート製の建物になり、建設費用がかかっ
てくると思うが、建物はある程度のコストを割いてしっかり建て、運用を効率
よく行うことでコストを抑えることが重要だと思う。

建物内の照明が暗い施設が多く、入りづらさを感じてしま 照明が暗い施設が多くて入りづらさがある。
営利目的で施設を利用すると、利用料金が割増になったり団
体登録できなかったりと気軽に利用できない。

営利目的で施設を利用すると、利用料金が割増になったり団体登録できなかっ
たりと気軽に利用できない。

健康福祉会館のように、早通地域コミュニティセンターも施設の運営を工夫す
ることで、もっと利用者が増えると良いと思う。

各施設の足りない機能を運用上の工夫によって協力して解決することが必要
だ。

早通コミュニティセンターが催しの会場となった時に、一般の利用ができない
ことがある。そのような時に早通児童センターで空いている場所があれば使え
るようになると良いと思う。

早通児童センターと早通地域コミュニティセンターは管理元が別なので、お互
いの利用状況は共有していない。両施設がお互いの利用状況を把握して、片方
が使えない時にはもう片方を使えるようにするなど、柔軟に利用できるように
してもらいたい。

人口が減っているから施設をなくすのではなく、他の地域にはないような立派
な施設を作り、人を呼び込むという考え方もできるのではないか。この地域に
住みたいと思うような施設ができれば人口は増えるのではないか。

移住者が来てくれるような地域をつくり、早通地域が好きだと思えるような人
を増やしたい。

他地域からも来たいと思えるまちづくりや施設の工夫が必要だ。

税収減により、施設のサービスの維持が難しいので、ハード
面をどうするかという議論より、地域で子どもたちをどう支
え、育て、見守っていくのかというソフト面の価値の見直し
が必要でないか。

税収減により、施設のサービスの維持が難しいので、ハード面をどうするかと
いう議論より、地域で子どもたちをどう支え、育て、見守っていくのかという
ソフト面の価値の見直しが必要でないか。

早通地域の活性化のために、赤ちゃんから高齢者まで多世代
で交流でき、安全に過ごせる多目的施設が必要だ。

施設の老朽化は災害時に心配だ。新設する際には避難場所と
してしっかりコストを割いて建設し、運用を効率よく行うこ
とでコストを抑えることが重要だと思う。

必要な機能

活動・利用状況

各施設の足りない機能を運営上の工夫によって協力して解決
することで、利用者が増えると思う。

早通コミュニティセンターと早通児童センターが隣接してい
るので、どちらかが利用できない時には空いている部屋があ
れば使えるようになると良いと思う。

人口が減っているから施設をなくすのではなく、他地域から
も来てくれるような施設を作ることで、人を呼び込むという
考え方もできるのではないか。この地域に住みたいと思うよ
うな施設ができれば人口は増えると思う。

再編に向けた課題・提案



早通地域の公共施設の現状・課題
五泉市にはラポルテ五泉という子どもが遊べるスペースが入っている交流拠点
複合施設がある。実際にこのような大きな交流施設をつくった市もあるが、そ
の費用はどこから捻出しているのだろうか。他の市ができるならば新潟市もで
きるのではないか。子どもの育成に必要な施設にはきちんとお金をかけてほし
い。

新潟都心まちづくり「にいがた2ｋｍ」という言葉があるが、新潟駅周辺ばかり
お金をかけて、都心から離れた地域は過疎になっている気がする。

市から「予算がない」とよく耳にするが本当なのか。かけるべきところをしっ
かり見極めてお金を使って欲しい。

政令指定都市としての人口比率からみると新潟市は公共施設
が多い市だということは理解している。施設が多い分、人件
費もかかるので、これ以上施設は増やせないと思う。現状維
持か施設の縮小をせざるを得ないのではないか。

政令指定都市としての人口比率からみると新潟市は公共施設が多い市だという
ことは理解している。施設が多い分、人件費もかかるので、これ以上施設は増
やせないと思う。現状維持か施設の縮小をせざるを得ないのではないか。

人口や税収、利用者が減少していくことを前提に、早通児童センターと早通コ
ミュニティセンターの集約を進めるのだろうが、それぞれの施設の利用者に
とって残して欲しい機能や譲れないサービスがある。どこにお金をかけるか、
財源がないと言っても必要な機能やサービスを見直すことで、残すことができ
るのではないか。

老朽化という言葉ばかり使うが、丁寧にメンテナンスすることで安全性を保ち
続けていけるのではないか。

市からの指定管理料の内訳を建物の修繕に上手く振り分けることで既存の施設
を維持できないのか。

これまで先輩たちが作り上げてきた早通地域の施設を、次の世代が意欲的に継
承して、循環させていくという気持ちを持つことが大切だ。

こまめに改修することで早通児童センターの運営を続けていけるのではない
か。

他市に大きな交流拠点複合施設がある。新潟市も新潟駅周辺
ばかりにお金をかけるのではなく、市街地から離れた地域に
も子どもの育成や地域が必要とする施設にはきちんとお金を
かけて欲しい。

これまで地域の先輩たちが作り上げてきた早通地域の施設
は、それぞれの利用者にとって必要な機能やサービスがあ
る。老朽化という言葉ばかり使うが建物の修繕、メンテナン
スを行いながら、既存の施設を維持することができるのでは
ないか。

再編に向けた課題・提案



早通コミュニティセンターの現状・課題

カテゴリー 要旨 意見

駅に近いので立地は悪くないと思う。

立地場所としてはアクセスも良く、敷地の広さも十分だ。

事務所も雨漏りしているため、早急に直してもらいたい。市に要望して

いるが、なかなか動いてもらえない。

早通コミュニティセンターの雨漏りを早急に直してもらいたい。事務所も雨漏

りをしている。市に要望しているが、なかなか動いてくれない。

習い事やサークル活動をする場所として必要だと思う。自分や他人の家

で活動するのは難しいため、気兼ねなく、活動ができる場が地域にある

ことはとても大切だ。

習い事やサークル活動をする活動場所として早通コミュニティセンターは必要

だと思う。自分や他人の家でするのはハードルが高い。気兼ねなく、活動がで

きる場が地域にあることはとても大切だ。

2階にトイレがないので不便だ。エレベーターもないので、高齢者や小さい子ど

もはトイレに行くのが大変だと思う。
2階にトイレがないので不便だ。

コミュニティセンターはトイレも奥にあったり、エレベーターがなかったり、

お年寄りは使いにくい。今後、新しく施設を作るのであれば、エレベーターを

つけるなどバリアフリー対応にしてほしい。

早通コミュニティセンターに体育館のようなスポーツや体を動かせる部屋があ

ると子どもや若い世代も利用すると思う。

利用団体が高齢化してきているので、若い人にも活動に参加してもらい、コ

ミュニティセンターの活性化に繋げてもらいたい。

早通地域には中高生の居場所があまりないので、駅からも近いコミュニティセ

ンターが中高生の居場所となると良い。

若年層がコミュニティセンターと関わる機会を作ってはいるが利用が少ない。

小中学生で構成されたサークル活動の利用を増やすことで、若年層の利用を増

やしたい。

図書館のような誰でも自由に気軽に活用できるスペースがあると良い。 1階に、図書館のような誰でも自由に気軽に活用できるスペースがあると良い。

窓口の申請手続きがオンライン化されていない。窓口申請とオンライン

申請と両方あれば若い世代も利用しやすい。

早通コミュニティセンターの申請手続きがオンライン化されていない。若い世

代はオンラインの方が申請しやすいので、窓口申請とオンライン申請と両方あ

ると良い。

高齢化によって早通コミュニティセンターの利用者が減っている。既存のサー

クル活動の回数を増やすなど、利用者を増やす工夫をしてほしい。

利用率が上がるような運用の工夫をしてほしい。

部屋別の運用状況を見ると、利用者の年齢層に偏りがあるように感じる。

「早コミ通信すくらむ」にはイベント情報は載っているが、それ以外の情報が

ないと思う。イベントがない日は何をしているのか、何をする施設なのか、施

設の開館時間やどんな人が施設にいるのかなど施設の特性や全体像を知る手段

があると良い。

早通コミュニティセンターはホームページがないので、若い世代はなにをして

いるか分からない人が多いと思う。世代に合わせた広報の工夫をしてほしい。

情報発信がイベント情報ばかりで、既存の施設利用者にしか伝わらない情報発

信になってると感じる。使ったことがない人も「行ったことないけれど、自分

も行っていいんだ」と思えるような情報発信をしなければ利用率は上がらない

と思う。

もっと子どもが楽しめる行事をやりたいと思っても、地域でイベントを

主催する役員が高齢化しているので難しい。地域の担い手不足も課題と

して考えていかなければならない。

もっと子どもが楽しめる行事をやりたいと思っても、地域でイベントを主催す

る役員が高齢化しているので難しい。地域の担い手不足も課題として考えてい

かなければならない。

活動・利用状況

高齢化によって利用者が減っていると思う。部屋別の利用状況を見て

も、利用者の年齢層に偏りがあるように感じる。利用率が上がるような

運用の工夫をしてほしい。

情報発信がイベント情報ばかりで、施設の特徴が伝わりづらい内容に

なっていると感じる。若い世代や施設を使ったことがない人が利用した

くなるような情報発信をしなければ利用率は上がらないと思う。

立地・アクセス 駅に近いので立地は悪くないと思う。アクセスも良く、敷地の広さも十

分だ。

必要な機能

2階にトイレがなく、エレベーターもないので、高齢者や小さい子どもは

不便である。今後、新しく施設をつくるのであれば、バリアフリー対応

にしてほしい。

体育館のようなスポーツや体を動かせる部屋があると子どもや若い世代

も利用すると思う。小中学生で構成されたサークル活動の利用を増やす

ことで、若年層の利用を増やしたい。

早通地域には中高生の居場所があまりないので、駅からも近いコミュニ

ティセンターが中高生の居場所となると良い。



早通コミュニティセンターの現状・課題

講座室は小会議室の代用として利用されることが多い。少人数で会議ができる

場所であれば和室でなくても良い。

利用者の中で、絶対に和室の利用でなければいけないという人はいないと思

う。
飲酒を伴わない会合は早通地域コミュニティセンターの講座室を、飲酒

を伴う会合はいするぎ荘の和室を会場として使い分けている。

飲酒を伴わない会合などは早通地域コミュニティセンターの講座室を、飲酒を

伴う会合などはいするぎ荘の和室を会場として使い分けている。

早通コミュニティセンターの調理室は最近使っているところを見ていない。新

型コロナウイルス感染拡大の影響で利用が減ったと思うが、魚の捌き方講座な

どすれば利用も増えるのではないか。

資料５の部屋別利用状況の数値によると、調理室はほとんど利用されていない

が、健康福祉会館で実施しているひまわり食堂の一部を調理室で実施したり、

子ども向けのクッキング体験を実施するなど活用方法はいくらでもあると思

大きい鍋などを運ぶ際は、階段が危険に感じることがあるので１階に調

理室があると良い。

調理室から大きい鍋などを運ぶ際、階段は危険に感じることがあるので１階に

調理室があると良い。

講堂はダンスで使うことが多いが、予約が取りづらい状況であると聞い

た。１階の部屋は狭くて運動をすることはできないため、いするぎ壮を

使うこともある。

講堂はダンスで使うことが多いが、予約が取りづらい状況であると聞いた。１

階の部屋は狭くて運動をすることはできないため、いするぎ壮を使うこともあ

る。

今後新しい施設にするのであれば、利用者のニーズや使い勝手に合わせた部屋

割を検討して欲しい。例えば、大きい部屋を増やし、必要な時は小さく区切っ

て使うこともできるといった対応ができると良い。

活動によっては貸室が狭く感じるので、もう少し広い部屋があった方が使いや

すい。

住民票を取る時によく使うので、連絡所の機能は残してほしい。車がな

い高齢者や高校生も歩いて行けるので便利だ。

早通連絡所は住民票を取る時によく使うので、連絡所の機能は残してほしい。

車がない高齢者や高校生も歩いて行けるので便利だ。

早通コミュニティセンターの部屋がすべて埋まってしまっている時やお

酒を飲む会を開く時に利用している。

いするぎ荘は早通コミュニティセンターの部屋がすべて埋まってしまっている

時やお酒を飲む会を開く時に利用している。

地域の文化祭などでステージを使っているが、狭くて使いにくい。ダン

スの発表ができるくらい大きなステージがあると良い。

地域の文化祭などで、いするぎ荘にあるステージを使っているが、狭くて使い

にくい。ダンスの発表ができるくらい大きなステージがあると良い。

これまで踊りをする団体が多く利用していたが、高齢化で団体が少なく

なってきており、和室利用の需要も減っているのではないか。

これまでいするぎ荘の和室は踊りをする団体が多く利用していたが、高齢化で

団体が少なくなってきており、和室利用の需要も減っているのではないか。

敬老会やお祭りの時期に飲み会会場として利用している。利用頻度は年

に数回くらいだ。

いするぎ荘の和室は、敬老会やお祭りの時期に飲み会会場として利用してい

る。利用頻度は年に数回くらいだ。

いするぎ荘の工作室はろくろがあり、陶芸教室で使っているので必要だと思

う。

いするぎ荘の工作室は水道があるから陶芸に使っている。

いするぎ荘では陶芸の焼く作業ができないから電気炉が欲しい。

グランドにある花壇や畑を活用し、育てた野菜を販売したりして収益を生み出

せないか。

利用料を値上げすることで修繕費を賄うことができ、施設を継続して利用でき

るなら、利用料が上がったとしても地域の今後のために利用し続けたい。

もっと工夫して施設の運営を行い、利用率を上げて収益を増やすことで施設を

今のまま継続ができるのではないか。

再編に向けた課題・提案 グラウンドや畑を活用し収益を生み出したり、施設の利用料を値上げす

るなど運営を工夫することで、修繕費を賄うことができれば施設を継続

して利用できるのではないか。そのために利用料が上がったとしても地

域の今後のために利用し続けたい。

早通コミュニティセンターの諸室

ろくろや水道があるため、陶芸教室で利用している。焼く作業ができな

いので電気炉を入れてほしい。

いするぎ荘の諸室

小会議室の代用として利用することが多いため、少人数で会議ができる

場所であれば和室でなくても良い。

新型コロナウイルス感染拡大の影響で利用が減ったと思うが、最近は調

理室を使っているところを見ていない。子ども向けのクッキング体験や

こども食堂など活用方法はあると思う。

今後、新しい施設にするのであれば、利用者のニーズや使い勝手に合わ

せた部屋割を検討して欲しい。例えば、大きい部屋を増やし、必要な時

は小さく区切って使うといった対応ができると良い。



早通児童センターの現状・課題
カテゴリー 要旨 意見

駅に近いので立地は悪くないと思う。

立地場所としてはアクセスも良く、敷地の広さも十分だ。

新崎、濁川、木崎など周辺地域からも遊びにきている。松浜には北区スポー
ツセンターがあり、葛塚にはいろいろな施設があるが、早通地域周辺には早
通児童センターしかない。早通地域の人だけの施設ではなく周辺地域の人に
とっても必要な施設なのでなくさないでほしい。

早通地域の周辺地域から遊びにくる親子もいる。

アイリスニュータウン、チューリップニュータウンからは距離があるため、
早通児童センターを利用する人が少ない。

雨漏りの話と今回のワークショップの議論が混同しているが、早通コミュニ
ティセンターと早通児童センターを今後複合化し、新築にするからといっ
て、現状の雨漏りを直さなくて良いとはならない。今後の方針が決まり、複
合化等するにしても時間がかかるのだから、このワークショップとは別で雨
漏りについては早急に解決策を検討すべきだ。

早通地域検討会準備会からも雨漏りの話はずっと出ている中で、まだ対応が
ないとなると、今後建て替えるのだから、今はバケツで対応しなさいと言わ
れているような感じがする。

今回のワークショップまでに市は雨漏りについて整理しておくべきだった。
雨漏りが改善していないので、ワークショップの趣旨と違うと分かっていて
も、現状の課題はなんですかと聞かれたら、意見を出さざるを得ない。

雨漏りの話が解決するまではワークショップで議論する気にならない。早通
地域検討会準備会で雨漏りについて多くの意見が出たのに、なにも解決して
いない。今回のワークショップで公共施設の現状や課題を聞かれているが、
雨漏りを直すことが最重要課題だ。

雨漏りについて、市の誠意が感じられない。解決していないとしてもワーク
ショップの冒頭に現状を報告すべきだったのではないか。

雨漏りについては、ワークショップとは別で地域と市で話し合いの場を設け
なければならないのではないか。解決しないとワークショップも進んでいか
ない。

いつでも誰でも行けるということに価値があると思う。

特別な用事がなくても、一人で来ても、安心して過ごせる大切な居場所と
なっている。

子どもたちにとって自由に遊んだり、学んだりすることができる施設なので
必要だと思う。

ひまわりクラブと違って、子どもが自分の意思で遊びに来て、好きな時間に
帰ることもできる。本を読んだり、バスケットボールをしたり、子どもがや
りたいことをやれる場所だ。子どもが自由にやりたいことをやれる場所は必
要だ。

子どもはセンターを利用することを楽しみにしていて、保育園が終わった後
にほぼ毎日利用している。保育園や家庭では体験できない遊びや学びが多
く、礼儀なども教えてもらっている。

人格形成がなされる小学校入学前に、年上の子どもたちと遊ぶことで、他者
への思いやりや先輩の良いところを学ぶことができている。

立地・アクセス

必要な機能

駅に近いので立地は悪くないと思う。アクセスも良く、敷地の広さも
十分だ。

新崎、濁川、木崎などの周辺地域からも遊びにきている。松浜には北
区スポーツセンターがあり、葛塚にはいろいろな施設があるが、周辺
地域には早通児童センターしかない。早通地域の人だけの施設ではな
く周辺地域の人にとっても必要な施設であると思う。

早通地域検討会準備会で対象施設の雨漏りについて多くの意見が出て
いたのだから、きちんと現状を報告すべきだったのではないか。早急
に解決策を検討して欲しい。

子どもたちが自由にやりたいことができる、いつでも誰でも行けると
いうところに価値があると思う。また、保育園や家庭では体験できな
い遊びや、他者と関わるなかでの学びがある。



早通児童センターの現状・課題
子どもの人数が減っているから、施設を廃止・縮小するのではなく、地域の
中で楽しく遊べて、仲間で集まり、絆を深め合える場は残してほしい。

子どもが地域にとって一番の宝である。子どもにとって大切な居場所となっ
ている施設はなくしてはいけないと思う。

早通児童センターはどのような形であれ継続してほしい。

自分の子どもや孫も利用してきた地域の大切な施設なので、残していきた
い。

早通児童センターがなくなると子ども達が遊ぶ場所が減ってしまう。

誰でも気軽に行ける場所であり、子どもが成長する場所である。これまで地
域住民で作り上げてきた歴史のある施設なのでなくしたくない。

指定管理になり予算が少なくなっている。ただ予算を削るのではなく、地域
の声や小さな声を見逃さないでほしい。

他の地域の児童センターは子どもだけが利用しやすい施設になっているが、
早通児童センターは卓球をするために大人も利用するなど、どの世代でも利
用しやすい施設となっていることで多世代の交流が生まれるという価値があ
る。

子どもたちの交流の場となっているだけでなく、イベントのボランティアと
して関わってくれている利用者の保護者や地域の大人たちにとっても、交流
の場となっている重要な場所だ。

早通児童センターと早通コミュティセンターが近くにあることで、地域の大
人と子どもが交流できる貴重な場所となっている。

早通児童センターの存在が子育てしやすいまちのイメージを作っているの
で、もし施設を廃止することになってしまったら、子育て世代への印象が悪
くなり、子育て世代が流出してしまうのではないか。

早通児童センターがあることで、子育て期間を支えてもらったので、子ども
たちのためにも絶対に残して欲しい。いちごクラブや健康福祉会館も必要な
ので残して欲しい。

活動の制限がなく、子どもがそれぞれやりたいことをして過ごせる居場所で
あってほしい。運動だけでなく、Wi-Fiを入れてゲームなどのコンテンツも
あっても良いと思う。

最近流行っているボルダリングやスケートボードを楽しめる機能があれば、
子どもがもっと利用してくれるのではないか。

障がい児も安心して利用できる施設になると良い。その場合は専門職員の配
置が必要だ。どんな子も来れるというのが児童センターの良いところだと思
う。

施設の管理人がいれば良いのではなく、多種多様な利用者に対応が出来る人
材の配置が必要だ。

必要な機能

子育て期間を支えてもらったので、早通児童センターの存在が子育て
しやすいまちのイメージを作っていると思う。もし施設を廃止するこ
とになってしまったら、子育て世代への印象が悪くなり、子育て世代
が流出してしまうのではないか。

最近流行っているボルダリングやスケートボードを楽しめる機能や、
運動だけでなくWi-Fiを使用するゲームなど新たなコンテンツがあれ
ば、子どもがもっと利用してくれるのではないか。

施設の管理人がいれば良いのではなく、障がいや特性のある子どもた
ちも安心して利用できるように専門職員の配置が必要だ。

子どもは地域にとって一番の宝である。子どもの人数が減っているか
ら、施設を廃止・縮小するのではなく、子どもにとって大切な居場所
となっている施設をなくしてはいけないと思う。これまで地域住民で
作り上げてきた歴史のある施設なので残したい。

子どもたちの交流の場だけでなく、イベントのボランティアとして関
わっている利用者の保護者や、施設を利用する地域の大人にとっても
交流の場となっている重要な場所である。



早通児童センターの現状・課題
児童センターとひまわりクラブ、保育園はそれぞれ設置目的が異なるため、
比べることはできない。共働きなどいろいろな世帯がある中で、複数の施設
があった方が保護者も安心するし、行く場所の選択肢があることは子どもに
とっても良いと思う。その中でセンターの役割があると思う。

学童を利用する家庭は多いが、嫌で辞めてしまう子どももいる。学童に行っ
ていない子どもたちが安心して過ごせる居場所となっているので地域に絶対
必要だ。

学童に行きたくない子どもや、学童を卒業した3、4年生の居場所になってい
る。

早通児童センターのように、名称に「センター」とつき、体育館が設
置されていると、児童館のように健全育成だけが目的でなく、体力増
進の目的もあるということを知り、児童館ではなく児童センターが地
域には必要だと感じている。

早通児童センターのように、名称に「センター」とつき、体育館が設置され
ていると、児童館のように健全育成だけが目的でなく、体力増進の目的もあ
るということを知り、児童館ではなく児童センターが地域には必要だと感じ
ている。

早通児童センターのような子育てに必要な場には、様々な行事を企画してく
れる人や、子どもたちを見守る人など人員が必要だ。人員が足りていないこ
とも現状の課題だと感じる。

児童センターでは救急車を呼ぶような緊急事態が発生することもあるので、
万が一のことを考え職員の数はしっかり確保すべきだ。

早通児童センターの雨漏りはバケツをいくつも置いて対応している。雨漏り
の中で子どもが遊ぶことは大変危険だ。

老朽化による雨漏りが確認されているので、施設の修繕が必要だ。

早通児童センターには今も利用者がいるのに雨漏りなどの修繕をしていない
ことがとても心配だ。今後、新しい施設ができることになっても、まだ先の
話なので、利用の妨げとなるところはお金をかけてでも早く直して欲しい。

早通児童センターの雨漏り修繕について、早通地域検討会準備会で修繕する
と約束していたが、まだ手付かずなのはいかがなものか。地域別実行計画を
経て、新しい施設が完成するとなるまで施設がもたない。

高校生になると行く機会が減ってしまう。年齢が上がるにつれて利用
しなくなってしまうことが、利用者が減ってしまう一つの原因ではな
いか。

高校生になると行く機会が減ってしまう。年齢が上がるにつれて利用しなく
なってしまうことが、利用者が減ってしまう一つの原因ではないか。

小学生が幼児と遊んでくれる環境は保育園内にある子育て支援センターには
なく、早通児童センターならではだと思う。

早通児童センターに遊びに来てくれた高校生や大学生が小さな子どもたちと
遊んでくれている。高校生や大学生の来館数は少ないが、小さな子どもたち
は遊びに来てくれることを楽しみにしている。

開館時間が10時と遅くなったが、夏休みの暑い中、子どもが開館を
待っている姿を見ると、夏休みだけでも開館時間を変更するなど柔軟
な対応があっても良いのではないかと思う。

早通児童センターの開館時間が10時と遅くなったが、夏休みの暑い中、子ど
もが10時の開館を待っているのを見ると、夏休みだけでも開館時間を変更し
たり、柔軟な対応があっても良いのではないかと思う。

早通児童センターの関係組織を集めて、一年に2、3回くらいの頻度で
児童センターの利活用に関する情報交換会を実施できると良い。

早通児童センターの関係組織を集めて、一年に2、3回くらいの頻度で児童セ
ンターの利活用に関する情報交換会を実施したい。その会場として児童セン
ターを活用してもらいたい。

子どもたちがみんなで一緒に遊ぶことができ、子ども同士の関わりを
持てるちょうど良い広さになっていると思う。

北区で一番面積の大きい豊栄児童センターでは、子どもたちがそれぞれで遊
んでいる印象があり、子ども同士の関わりが少ない。一方で、早通児童セン
ターは子どもたちがみんなで一緒に遊ぶことができる、ちょうど良い広さと
なっている。

必要な機能

小学生が幼児と遊んでくれる環境は保育園内にある子育て支援セン
ターにはなく、早通児童センターならではだと思う。また、高校生や
大学生の来館数は少ないが、小さな子どもたちは遊びに来てくれるこ
とを楽しみにしている。

児童センターとひまわりクラブ、保育園はそれぞれ設置目的が異なる
ため、比べることはできない。共働きなどいろいろな世帯がある中
で、複数の施設があった方が保護者は安心でき、施設の選択肢がある
ことは子どもにとっても良いと思う。

活動・利用状況 行事の企画や子どもの見守りをする人など現状職員の数が足りていな
いと感じる。さらに、緊急時のことも考えると多くの人員が必要だ。

雨漏りの中で子どもが遊ぶことは大変危険だ。今後、新しい施設がで
きることになっても、まだ先の話なので、現状の利用の妨げとなると
ころはお金をかけてでも早く直して欲しい。



早通児童センターの現状・課題
万代児童センターは市の直営で運営し、市の職員を配置しているが、
早通児童センターはそうなっていないのはおかしいと思う。差別して
いる。

万代児童センターは市の直営で運営し、市の職員を配置しているが、早通児
童センターはそうなっていないのはおかしいと思う。差別している。

早通児童センターを使う子ども達の人数に対して、体育館は十分に体を動か
せる広さがない。学校の体育館くらいの広さがあっても良いと思う。バス
ケットボールをしたい子、バトミントンをしたい子、一輪車や竹馬をしたい
子と、子どもによってやりたいことが違うのに今の広さだと狭くて出来な
い。

早通児童センターの体育館は、小さい子どもから小学生までが一緒に使って
いるので狭く危ないと感じる時がある。もう少し広い体育館があると良い。

今の広さでは中高生が利用するには狭い。そもそも児童センターは18
歳未満の子どもが対象の施設なので、中高生も使えるような広さを確
保することは必要ではないか。そうすることで中高生の居場所となる
と良い。

児童センターの体育館は、小さい子どもが使う分には今の広さでも良いと思
うが、中高生が使うとなると狭い。そもそも児童センターは18歳までが使え
る施設なので中高生も使えるような広さがあると良い。そうすることで中高
生の居場所となると良い。

学校以外で体育館を利用できる施設は児童センターしかないので、絶
対に体育館は確保して欲しい。今より広い体育館になれば、高校生や
大人も使えるようになり、利用率も上がるのではないか。

学校以外で体育館を利用できる施設は児童センターしかないので、絶対に体
育館は確保して欲しい。今より広い体育館になれば、高校生や大人も使える
ようになり、利用率も上がるのではないか。

冷暖房がないので、どの季節でも子どもたちが快適に遊べるように冷
暖房を完備してほしい。

体育館に冷暖房がないので、どの季節でも子どもたちが快適に遊べるように
冷暖房を完備してほしい。

今よりも裏のグラウンドを活用して外でも自由に遊べるようにしては
どうか。

児童センター裏のグラウンドを活用して、外でも自由に遊べるようにしたら
どうか。

既存の図書室は幼児から小学生向けの設備が多いので、中高生が学習
できるスペースもつくった方が良い。

幼児から小学生向けの設備が多いので、中高生を呼ぶのであれば図書室など
を作って学習できる場をつくった方が良い。

今後、早通コミュニティセンターと早通児童センターを複合化し、新
しい施設ができたとしても、現在の早通児童センターが運用している
「改正児童館ガイドライン」に則って、適正な運営してもらいたい。

今後、早通コミュニティセンターと早通児童センターを複合化し、新しい施
設ができたとしても、現在の早通児童センターが運用している「改正児童館
ガイドライン」に則って、適正な運営してもらいたい。

施設の持続のためにクラウドファンディングなどの前向きな施策も含めて、
児童センターをなくさずに今のまま継続できる方法があるのではないか。

施設の運営を地域住民や企業などに頼ることで、指定管理料の中の人件費を
削減できるのではないか。

児童センターとコミュニティセンターを複合化したとしても、今まで
と同じ１０時から１８時は子どもが自由に遊べるようにしてほしい。
子どもやその保護者、中高生が居場所となることが一番大切だと思
う。

児童センターとコミュニティセンターを複合化したとしても、今までと同じ
１０時から１８時は子どもが自由に遊べるようにしてほしい。子どもやその
保護者、中高生が居場所となることが一番大切だと思う。

利用する子どもたちの人数に対して、十分に体を動かせる広さがな
い。小さい子どもから小学生までが一緒に使っているので、狭く危な
いと感じる時がある。今よりも広い体育館があると良いと思う。

施設の持続に向けたクラウドファンディングなどの前向きな施策や、
施設の運営を地域住民や企業に頼ることで人件費を削減するなど、修
繕費等の予算を確保することで、児童センターを今のまま継続できる
方法があるのではないか。

早通児童センターの諸室

再編に向けた課題・提案



課題解決に向けたアイデア

カテゴリー 要旨 意見

早通コミュニティセンターの利用について、オンラインで申し込みができるようになると利用

しやすくなると思う。

Wi-Fiがあり、無料で利用できるフリースペースが地域にあると良いと思う。そういった場が歩

いていける距離にあると学生にとって使いやすいと思う。

北区文化会館では小学校以上の子どもたちがフリースペースを活用して勉強をしている。早通

の子どもたちにもそういった場を作ってはどうか。

高齢者の健康推進のために、早通地域コミュニティセンターに来館するとポイントがもらえる

サービスを実施してはどうか。

早通児童センターの開館時間が18時までとなり、中高生にも利用を呼びかけているのであれ

ば、中高生が使いやすい空間にする必要がある。

今の早通児童センターでは勉強ができるスペースがないので、中高生が一人で自習できるよう

なスペースがあると良い。

早通児童センターにフリースペースがあれば、高校生が利用すると思うので、早通児童セン

ター全体の利用者数も増えると思う。

早通児童センターの雨漏りを早急に直せないのなら、一時的に早通コミュニ

ティセンターに児童センターの機能を移すことも検討したらどうか。子ども

の安全を一番に考えてほしい。

早通児童センターの雨漏りを早急に直せないのなら、一時的に早通コミュニティセンターに児

童センターの機能を移すことも検討したらどうか。子どもの安全を一番に考えてほしい。

早通コミュニティセンターについては、サークル活動等で日頃から利用して

いる人が集まって、施設のあり方や使い方を話し合う機会があっても良いと

思う。

早通コミュニティセンターについては、サークル活動等で日頃から利用されている方々が集

まって、施設のあり方や使い方を話し合う機会があっても良いと思う。

早通コミュニティセンターや早通児童センターの雨漏りを直して、安全が確保できるなら新し

く建替えなくても、今の施設をそれぞれ使い続けるという方向性もあって良いと思う。

早通コミュニティセンターも早通児童センターも利用率を上げることで収入を増やすことがで

きれば、建物の修繕費に充てることができるのではないか。

早通児童センターの指定管理料の内訳を見直して、修繕費を増やすなど施設の持続のために

しっかり予算を振り分けるべきだ。

早通児童センターの修繕費を稼ぐために、早通地域の農家さんの野菜や地域のママさんが作っ

た雑貨などを販売するのはどうか。

廃止や集約以外にも、今ある建物を少しずつ修繕しながら安全性を保ったうえで維持していく

ことも検討していきたい。

高齢化が進んでいるので、新しく施設を建てる場合はバリアフリー対応にしてほしい。

早通コミュニティセンターを今後新しい施設にするのであれば、高齢者や障がい者も使いやす

いよう、エレベーターやスロープをつけるなど、バリアフリーを検討して欲しい。

早通地域コミュニティセンターといするぎ荘の両方に和室があるので、早通

コミュニティセンターの講座室は別の部屋に転用した方がいいのではない

早通地域コミュニティセンターといするぎ荘の両方に和室があるので、早通コミュニティセン

ターの講座室は別の部屋に転用した方がいいのではないか。

早通コミュニティセンターの講座室の利用が少ないので、和室としての利用

だけでなく、多目的に使用できる部屋に改修するのが良いのではないか。

早通コミュニティセンターの講座室の利用が少ないので、和室としての利用だけでなく、多目

的に使用できる部屋に改修するのが良いのではないか。

利用率の低い貸室は、予約がない時に学習スペースとして開放し、一人でも

勉強できる席を用意したら良いのではないか。

利用率の低い貸室は、予約がない時に学習スペースとして開放し、一人でも勉強できる席を用

意したら良いのではないか。

早通児童センターと早通コミュニティセンター、いするぎ荘を複合化する方

向で進められると良い。どの施設も築年数が40年以上となり、老朽化も進ん

でいるので、早急に複合化に向けて話し合いができると良い。

早通児童センターと早通コミュニティセンター、いするぎ荘を複合化する方向で進められると

良い。どの施設も築年数が40年以上となり、老朽化も進んでいるので、早急に複合化に向けて

話し合いができると良い。

本来なら各施設が単独で維持できることが理想だが、経費のことを考える

と、早通児童センターと早通コミュニティセンターを複合化した上で、人員

を少なくし、各施設の機能が効果的に運営できることを検討したらどうか。

本来なら各施設が単独で維持できることが理想だが、経費のことを考えると、早通児童セン

ターと早通コミュニティセンターを複合化した上で、人員を少なくし、各施設の機能が効果的

に運営できることを検討したらどうか。

現状の課題に対するアイデア 早通コミュニティセンターの利用について、窓口での申請手続きがオンライ

ン化や、Wi-Fiが使える無料のフリースペース、ポイントサービスなど運営

の工夫をすることで、新たな利用者が増えると思う。

早通児童センターの開館時間が18時までとなり、中高生にも利用を呼びかけ

ているのであれば、勉強ができるフリースペースをつくるなど中高生が使い

やすい空間にする必要がある。

各施設の雨漏りを直して、安全が確保できるなら新しく建替えなくても、今

の施設をそれぞれ使い続けるという方向性もあって良いと思う。運営の工夫

をすることで、収入を増やすことができれば建物の修繕費に充てることがで

きるのではないか。

高齢化が進んでいるので、新しく施設を建てる場合はバリアフリー対応にし

てほしい。

施設の再編アイデア



課題解決に向けたアイデア

早通コミュニティセンターと児童センターは同じ時期に建てられ、老朽化も同じなので、複合

化し、新しい施設にしたら良いと思う。一緒にすることで多世代交流もできる。

市の方針として早通児童センターと早通コミュニティセンターを集約するのなら、多機能か

つ、多世代で交流できる場にし、早通地域の多くの人が利用できる施設にしてほしい。

施設を複合化するとしたら、早通コミュニティセンターは少ない部屋数で多目的に使えると良

いのではないか。

早通コミュニティセンターと早通児童センターを複合化することになったら、あまり利用され

ていない調理室や講座室をなくして、子どもたちが遊べるスペースにしたらどうか。

複合化して新しい施設にするならば、子育て世代や中学生、高校生にとって

も居心地の良い場所にしてほしい。例えばロビーにWi-Fiがあるフリース

ペースをつくれば中高生の利用が増えるのではないか。

今後、早通児童センターと早通コミュニティセンターを複合化して新しい施設にするならば、

子育て世代や中学生、高校生が居心地の良い施設にするべきだ。ロビーに机や椅子を置き、Wi-
Fiがあり勉強ができたり、会話ができるスペースがあれば中高生の利用が増えるのではないか。

小規模でも良いので複合施設がつくれたら、子どもから大人まで利用できて

良いと思う。子どもが遊ぶスペースは無料で利用できると理想的だ。

新発田市にあるイクネスしばたは貸スペースや図書館、子どもの遊べるスペースが含まれる複

合施設である。早通地域でも小規模な複合施設がつくれたら、子どもから大人まで利用できて

良いと思う。部屋貸しにより収入を増やし、子どもが遊ぶスペースは無料で利用できると理想

早通コミュニティセンターと児童センターを複合化するのであれば、昼間は体育館を児童セン

ターとして使い、夜はダンスや社会体育、スポーツなど大人も使えるようにすれば利用率が上

がると思う。

児童センターは平日だけ見ると小学生の昼間の利用が少なく、逆にコミュニティセンターは高

齢者のサークル活動などで昼間の利用が多いようだ。複合化し、同じ部屋を両施設で共有する

のならば、利用の時間帯を被らずに使えるのではないか。

複合化して新しい施設になるのであれば、既存の利用団体がさらに使いやすくなるような部屋

になると良い。ダンスであれば鏡がある部屋だったりすると良い。今も鏡はあるが、小さくて

使いにくい。

複合化して新しい施設をつくる場合は、芝生広場や遊歩道をつくり、散歩や

ジョギングができ、親子で集えるような屋外広場があると良い。

今後、早通児童センターと早通コミュニティセンターを集約して、新しい施設をつくる場合

は、芝生広場や遊歩道があって散歩やジョギングができ、親子で集えるような屋外広場がある

複合化して新設するのならば、今のコミュニティセンターの場所に建ててほ

しい。旧早通小学校跡地として、地域住民からも認知されていて、敷地面積

も十分なので立派な建物もつくることができると思う。

早通コミュニティセンターと早通児童センターを複合化して新設するのならば、今のコミュニ

ティセンターの場所に建ててほしい。旧早通小学校跡地として、地域住民からも認知しても

らっているし、敷地面積も十分なので立派な建物もつくることができると思う。

今後、早通コミュニティセンターと早通児童センターを複合化するのであれ

ば、総合窓口で一括管理するのではなく、各施設の機能ごとに受付があり、

細やかな対応ができる仕組みにすると良いと思う。

今後、早通コミュニティセンターと早通児童センターを複合化するのであれば、各施設の窓口

機能を総合的な一つの窓口で一括管理するのではなく、各施設の機能ごとに受付があり、細や

かな対応ができる仕組みにすると良いと思う。

学校の空き教室を子どもたちが勉強等に使用できるフリースペースとして活

用したらどうだろうか。

学校の空き教室を子どもたちが勉強等に使用できるフリースペースとして活用したらどうだろ

うか。

早通コミュニティセンターにカフェやコンビニのようなお店を入れること

で、コミュニティセンターの利用人数も増えれば、収入を増やすことで建物

の修繕費に充てることができるのではないか。

早通コミュニティセンターにカフェやコンビニのようなお店を入れることで、コミュニティセ

ンターの利用人数も増えれば、収入を増やすことで建物の修繕費に充てることができるのでは

ないか。

施設の再編アイデア 早通コミュニティセンターと児童センターは同じ時期に建てられ、老朽化も

同じなので、複合化し、新しい施設にしたら良いと思う。多機能かつ、多世

代で交流できる場にし、早通地域の多くの人が利用できる施設にしてほし

い。

施設を複合化するとしたら、早通コミュニティセンターは少ない部屋数で多

目的に使えると良い。また、あまり利用されていない調理室や講座室をなく

して、子どもたちが遊べるスペースにしたらどうか。

複合化し体育館は両施設で共有するのならば、利用の時間帯を被らずに使え

るのではないか。昼間は高齢者、夕方は子どもたち、夜はダンスや社会体

育、スポーツなど、大人も使えるようにすれば利用率が上がると思う。必要

な備品も併せて検討して欲しい。


